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　表紙写真は、「ママパパ
フェス」の皆さんにご協力
いただきました。
　毎日頑張っているママ
パパ・子どもたちを笑顔に
するため、趣味や特技を生
かしたクリエイターやパ
フォーマーがつどい、イベン
トを開催しておられます。
　主催者のヨガ講師の武
田英里香さんは、ママが
外に出るきっかけを作り
たい、親が満たされてい
ると子どもたちも幸せに
なるというご自身の子育
てでの思いや経験が活動
の原点になっていると話
しておられました。

　すでに5月のママパパ
フェス開催を計画されて
いるとのことで、今から楽
しみですね。

地域活動とコラボ

67号
2022.1.26

特集8号発行月
11月38,202人

67号発行月
1月38,136人

令
和
３
年
内
、一
括
現
金
給
付
の
た
め

緊
急
に
本
会
議
を
開
き
議
決

　
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金

総
額
約
６
億
２
千
万
円

駅
前
開
発
の
集
中
的
審
査
、調
査
、研
究
の
た
め

 「
米
原
駅
東
口

　
　  

駅
前
開
発
特
別
委
員
会
」を
設
置

補正予算

にぎわうママパパフェス（12月5日イブキサッカースタジアムで開催）

附帯決議
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みんなに笑顔
を

Happyを応援
！

down

減少
2

認
定
こ
ど
も
園
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
件
費
を
減
額
す
る
補
正
予
算
に
対
し

保
育
士
や
そ
の
他
専
門
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
全
庁
的
な
対
応
策
を
求
め
る
附
帯
決
議
を

　
現
場
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

（
詳
し
く
は
、３
ペ
ー
ジ
へ
）

特技を生かして出店



年頭の
ごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
年

頭
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、旧
年
中
は
本
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、温
か
い
ご
理
解
、ご
支
援
を
賜
り
、心
よ

り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、相
次
ぐ
緊
急

事
態
宣
言
、ワ
ク
チ
ン
接
種
、経
済
等
へ
の
対
策
な

ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、一
定
の
光
明
は
み
え

て
き
た
と
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、東
日
本
大

震
災
か
ら
10
年
、熊
本
地
震
か
ら
５
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
中
、熱
海
で
は
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生

す
る
な
ど
、自
然
の
猛
威
、そ
れ
ら
に
対
す
る
備
え

の
重
要
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、昨
年
は
議
員
改
選
の

年
で
あ
り
、２
名
の
新
人
議
員
を
迎
え
た
16
名
の
議

員
に
よ
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
を
新
た

に
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機
能
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
、少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
こ

た
え
る
べ
く
、議
会
の
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
さ
ら
な
る
ご
理
解
、ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、平
穏
な
良

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、希
望
に
満

ち
た
令
和
４
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、議
会
と
し
て
市
統
合

庁
舎
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の

進
展
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
し
た
新
庁
舎
建
設
が

完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
結
果
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

に
苦
慮
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
本
市
出
身
の
選
手
が
出
場
し
、市
内
で
も

聖
火
リ
レ
ー
が
温
か
い
声
援
の
な
か
開
催
さ
れ
る

な
ど
、明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
予
防
策
を
迅
速
に
進
め
、人
々

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
べ
く
、新
し
い
動
き
を
地

域
社
会
で
的
確
に
実
行
、
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
展
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、人
口
減
少
に
伴
い
、高
齢
者
や
子
育
て
な

ど
の
福
祉
政
策
を
は
じ
め
と
し
て
、多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
、よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
最
大
限
の
努
力
に
傾
注
し
、議
長
を
先
頭
に

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長

礒
谷 

晃

副
議
長

中
川 

松
雄
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第４回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・承認とした案件

議案審査を付託された委員会　
【総産建】総務産業建設　【健福教】健康福祉教育　【予算】予算

●賛否が分かれた案件　※賛成者は「○」反対者は「×」、議長は採決に加わりません。

※会派構成は、議決時点（令和3年12月23日）のものです。

議　　案

付
託
委
員
会

討
論
件
数

採決
結果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

鹿
取

礒
谷

後
藤

矢
野

今
中

中
川
松

鍔
田

中
川
雅

堀
江

山
本

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

振
角

山
口

細
野

議案第７５号　米原市手数料条例
の一部を改正する条例

総
産
建

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × × ○ ○ 〇

議案第８７号　公の施設における
指定管理者の指定（米原市伊吹薬
草の里文化センター）

健
福
教

２ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請願第３号　コロナ禍による米価下
落の対策を求める請願

総
産
建

２ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × ○ ×

   番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
発議第　８号　米原市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
発議第　９号　特別委員会設置に関する決議案
承認第　９号　専決処分の承認を求めること（令和３年度米原市一般会計補正予算（第13号））	
議案第７１号　令和３年度米原市一般会計補正予算（第14号）
議案第７２号　令和３年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案第７３号　令和３年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 【予算】

議案第７４号　米原市山村広場条例の廃止 【総産建】
議案第７６号　米原市地域包括医療福祉センター条例の一部を改正する条例
議案第７７号　米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
議案第７８号　米原市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
議案第７９号　米原市国民健康保険条例の一部を改正する条例

【健福教】

議案第８０号　米原市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例
議案第８１号　米原市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 【総産建】

議案第８２号　公の施設における指定管理者の指定（米原市柏原福祉交流センター） 【健福教】
議案第８３号　公の施設における指定管理者の指定（甲津原交流センター）
議案第８４号　公共施設等運営権の設定（グリーンパーク山東および米原市近江母の郷文化センター）
議案第８５号　事業契約の締結（グリーンパーク山東および米原市近江母の郷文化センター）	
議案第８６号　公の施設における指定管理者の指定（グリーンパーク山東および米原市近江母の郷文化センター）	

【総産建】

議案第８８号　公の施設における指定管理者の指定（米原市醒井宿資料館　旧醒井郵便局局舎および米原市醒井宿資料館	
	川口家住宅（旧醒井宿問屋場））	 【健福教】

議案第８９号　財産の貸付け（旧米原市立山東東小学校敷地および校舎等） 【総産建】
議案第９０号　第３期米原市教育振興基本計画の策定 【健福教】
議案第９１号　権利の放棄　　議案第９２号　権利の放棄 【総産建】
議案第９３号　令和３年度米原市一般会計補正予算（第16号） 【予算】
議案第９４号　令和３年度米原市一般会計補正予算（第15号）
決議第　４号　令和３年度米原市一般会計補正予算（第16号）に対する附帯決議案

保育士やその他専門職員の確保について全庁的な対応策を求める 決
議
第
４
号
　
議
案
第
93
号
令
和
３
年
度

米
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
16
号
）

に
対
す
る
附
帯
決
議

　当該補正予算では、人材不足を一因とした認定こども園の会計年度任用職員の人件費減
額が提案された。現況、米原近江地域で分譲宅地の開発が進む中、低年齢児の受け入れ体制
に影響が出始めている。人材不足は社会的課題であり、保育士に限らず、他の専門職の分野
でも発生している。
　他の自治体では、改善に向けた先進的な取り組みも見受けられるが、本市においても保育
士やその他専門職員の確保について、現場の状況を的確に把握したうえで、正規職員の配置
も含め、全庁的な対応策を講じることを求める。



忙しいあなたへ

12
４
年
度
か
ら
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
を 

引
き
下
げ 

、

５
年
度
か
ら
窓
口
交
付
手
数
料
を 

引
き
上
げ
る 
条
例
改
正
を
賛
成
多
数
で
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P25

P6
(討論)

P9
(委員会)

議
員
報
酬
等
の
在
り
方
に
関
す
る
審
議
会
の
答
申
趣
旨
に
基
づ
き
、

政
務
活
動
費 

を
月
１
万
円
→
１
万
２
千
円
と
す
る
発
議
を
賛
成
多
数
で

“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　一般質問

一
般
質
問

録
画
配
信

　 

①
～
⑦

　 

⑧
～
⑭

1234567

891011121314

P11P12P13P14P15P16P17

P18P19P20P21P22P23P24

子
育
て
支
援
課
の
組
織
体
制

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

振
角
大
祐

空
き
家
の
実
態
と
今
後
の
取
り
組
み

老
朽
化
す
る
改
良
住
宅
の
払
い
下
げ

	
	

	
	

鍔
田
明

扶
養
照
会
制
限
と
生
活
保
護

関
与
を
拒
否
す
る
要
支
援
者
の
対
策

山
𦚰
正
孝

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
勧
奨
再
開

細
野
正
行

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
労
災
認
定

中
川
松
雄

米
原
創
生
総
合
戦
略
の
成
果

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
捗

山
本
克
巳

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

主
要
地
方
道
山
東
一
色
線矢

野
邦
昭

重
度
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備

本
年
度
の
除
雪
計
画

今
中
力
松

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

自
治
会
内
公
園
の
遊
具
中
川
雅
史

米
原
駅
前
の
道
路
標
識

三
島
池
周
辺
の
散
策
道
路

鹿
取
和
幸

給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

番
場
多
目
的
広
場
の
利
用
状
況

山
口
久
志

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
の
現
状

幼
稚
園
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト藤

田
正
雄

米
原
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り

武
蔵
野
市
住
民
投
票
条
例
案後藤

英
樹

伊
吹
山
に
お
け
る
鹿
の
食
害

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号

堀
江
一
三

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
の 
会
期 

は
12
月
２
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
22
日
間



忙しいあなたへ

12
議会が 　 した主な補正予算

柏
原
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー   

・  （
福
）米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会　
期
間
１
年

甲
津
原
交
流
セ
ン
タ
ー
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

甲
津
原
区　
期
間
５
年

伊
吹
薬
草
の
里
文
化
セ
ン
タ
ー 

　

   （
公
財
）伊
吹
山
麓
ま
い
ば
ら
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
事
業
団　
期
間
５
年

醒
井
宿
資
料
館
お
よ
び
関
連
施
設
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

醒
井
区　
期
間
３
年

公
共
施
設
等
運
営
権
の
設
定
お
よ
び
事
業
契
約
の
締
結

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
山
東
お
よ
び
近
江
母
の
郷
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
伊
吹
Ｓ
Ｐ
Ｃ（
株
）　
期
間
10
年

病
児
・
病
後
児
の
保
育
利
用
者
の
対
象
学
年
の
引
き
上
げ
、施
設
の
追
加
の
た
め

　
　
　
地
域
包
括
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

市
街
化
調
整
区
域	

で
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
エ
リ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　

		

開
発
可
能
区
域
か
ら
除
外
す
る
等
の
条
例
改
正
を
総
員
賛
成
で

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
増
に
伴
う
経
費	

約
９
８
０
０
万
円
を
増
額

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
補
助
金	

２
５
０
万
円
を
増
額

非
核
・
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
整
備
計
画
策
定
業
務	

５
０
０
万
円
を
追
加

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き
損
失
補
填	

約
１
７
０
０
万
円
を
追
加

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種	

約
１
億
３
４
０
０
万
円
を
増
額

こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費	

約
１
２
０
０
万
円
を
減
額

市議会だより5

P9

P9

P9

P10P3

P10P9 P10

P7

P10

討
論

委
員
会

PFI事業・指定管理者の指定
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住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
額
を	

引
き
下
げ

窓
口
交
付
手
数
料
の
額
を	

引
き
上
げ
る	

議
案
を
賛
成
多
数
で

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
額
を

クロ討
１

クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第75号　米原市手数料条例の一部を改正する条例
　マイナンバーカード新規交付促進のため、４年度から住民票等のコンビニ交付手
数料の額を引き下げ、５年度から窓口交付手数料の額を引き上げる。

議案第75号を原案のとおり可決することについて

賛成 13人 × 反対 2人	賛成多数で可決

総務産業建設常任委員会で議案第75号を原案のとおり可決することについて
賛成6人　×　反対1人　賛成多数で可決

議案第75号に対する討論

賛成者と反対者の一覧はP3　▶ ▶▶

　近年コンビニの店舗数の増
加により、市民生活が大変便利
になってきました。
　例えば、国税や地方税の納
付、国民健康保険、介護保険の
保険料の納付、そして従来行政
が行ってきた、住民票の写しあ
るいは印鑑証明などの各種証
明書もコンビニで入手するこ
とができるようになり、市民の
皆さまの利用も年々増加傾向
にあります。
　このことにより住民の利便
性は向上し、ひいては自治体の
コスト削減にも寄与していま
す。
　今回の条例改正では、コンビ
ニにおける各種証明書などの
交付手数料を減額することに
なり、市民の皆さまに対して負
担軽減を図ることにもつなが
るため、賛成します。

　この条例案は、証明書の交付
方法で格差をつけることによ
り、一層のマイナンバーカード
の普及促進を図ることを目的
としており、国が今進めている
利益誘導策で、マイナンバー
カードの拡大をはかろうとし
ていることと軌を一にするも
のです。現在の政権下では、デ
ジタル化が格差を広げ、個人情
報保護など国のマイナンバー
政策に大きな問題があると考
えます。
　また今回のコンビニ交付は
手数料を引き下げ、5年度から
受益者負担として窓口交付の
みの手数料を引き上げるとす
る条例案は、コンビニ交付を希
望しない人には不利益となり
ます。この格差を広げる施策
は、平等に行政サービスを受け
る権利を侵害するものであり、
この条例案に反対します。

賛 成 反 対
堀江　一三　議員 藤田　正雄　議員

討
論
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伊
吹
薬
草
の
里
文
化
セ
ン
タ
ー	

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

４
年
度
か
ら
８
年
度
の
５
年
間
を
指
定
す
る
議
案
を
賛
成
多
数
で

伊
吹
薬
草
の
里
文
化
セ
ン
タ
ー

クロ討
2

クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第87号　公の施設における指定管理者の指定
（伊吹薬草の里文化センター）

　（公財）伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団を5年間指定する。

議案第87号を原案のとおり可決することについて

賛成 13人 × 反対 2人	賛成多数で可決

健康福祉教育常任委員会で議案第87号を原案のとおり可決することについて
賛成5人　×　反対2人　賛成多数で可決

議案第87号に対する討論

賛成者と反対者の一覧はP3　▶ ▶▶

　薬草風呂事業以外において
も、年間を通じてさまざまな催
しを展開されてきました。例
えば、直近の令和3年11月に
は、芝生広場において120店舗
もの出店数があったマルシェ
を開催され、ホール事業におい
てもプロのモノマネ芸人を招
いてライブを催すなど、これま
で、一定数の集客を見込めるイ
ベントを次から次へと打ち出
されてきました。
　またSNS（会員制交流サイ
ト）での情報提供にも力を入れ
ておられるなど、集客を意識し
た企画提案あるいは利用者の
立場に配慮したサービスの提
供など、日々、たゆまぬ努力を
されてきた事業者であればお
任せしても問題ないと思いま
すので、5年間の指定管理に賛
成いたします。

　伊吹薬草の里文化センター
の管理運営について、よりよい
在り方を求め問題提起の意味
で反対討論を行う。現在、4月
をめどに、市の指定管理者制度
ガイドラインが策定中である。
議案の伊吹薬草の里文化セン
ターの指定期間は５年だが、1
年に短縮し、来年度、策定され
たガイドラインに沿った再公
募を行うべきだ。
　次に、伊吹薬草の里文化セン
ターは、薬草風呂という市民以
外の人が多数利用する観光施
設と学びあいステーション機
能をもつ文化体育施設との複
合施設だ。管理運営は、それぞ
れに大変な苦労がある。市外
利用が多い観光施設である薬
草風呂と文化体育施設は切り
離して、それぞれ指定管理者を
公募するのが妥当だ。
　以上、反対とする。

賛 成 反 対
山口　久志　議員 山𦚰　正孝　議員

討
論
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政
府
関
係
機
関
へ	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の	

市
場
価
格
暴
落	

に
対
す
る

従
来
の
政
策
的
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
対
策
を
求
め
る
請
願
を
賛
成
少
数
で

政
府
関
係
機
関
へ

クロ討
3

クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○請願第3号　コロナ禍による米価下落の対策を求める請願
　新型コロナウイルス禍による米の市場価格暴落に対し、政府緊急買い入れ、ミニ
マムアクセス米(農産物の最低輸入量）の見直し、買い入れた米の困窮する国民への
提供などの事項について、政府への意見書の提出を求める。

請願第3号を原案のとおり採択することについて

賛成 7人 × 反対 8人	賛成少数で不採択

総務産業建設常任委員会で請願第3号を原案のとおり採択することについて
賛成2人　×　反対5人　賛成少数で不採択

請願第3号に対する討論

賛成者と反対者の一覧はP3　▶ ▶▶

　反対討論が国のコロナ影響緩
和特別対策を持ち上げるが、わ
ずか165億円の予算で、米価下
落対策にはならない。2021年
産米の大暴落は、農家の生業を
脅かしている。政府は2020年
産米の39万トンの過剰在庫を
踏まえ、36万トンの追加生産
調整を農家と農業団体に押しつ
けた。農家の協力により目標を
達成したが、政府の実効ある米
価下落対策がないまま、市場の
動向に委ねられ、大幅な米価下
落になった。今、各地で政府に
対し、備蓄米枠の拡大と市場か
らの隔離により過剰在庫を減ら
し、不要なコメ輸入を削減する
運動、生活困窮者や子ども食堂
に国産米の提供を求める運動が
広がっている。以上、日本の農
業、農政と農業従事者を守るた
めに、本請願に賛成する。

　1点目として、12月20日国
会で議決された3年度農林水産
関係補正予算のコロナ影響緩
和特別対策において、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の影響
による需要減に相当する15万
トンの米穀について、集荷団体
と実需者等が連携して行う長
期計画的な保管や、中食・	外食
事業者等への販売促進、子ども
食堂等の生活弱者への提供を
支援し、需給の安定に向けた市
場環境を整備する予算が計上
されており、既に政府で対策済
みであること。
　2点目として、ミニマムアク
セス米対策については、国の全
経済対策の中で議論されると
ころであり米対策だけで論じ
られない問題であること。
　以上の理由により請願を採
択する必要がないと考えます。

賛 成 反 対
山𦚰　正孝　議員 鹿取　和幸　議員

討
論
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◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
つ
い
て

問　
申
請
回
数
の
制
限
、

限
度
額
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
市
は
優
先
順
位
を
つ

け
県
に
申
請
す
る
の
か
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
一
般
事
業
は
、

申
請
回
数
の
制
限
は
な

く
、
限
度
額
は
２
５
０
万

円（
今
回
は
、１
自
治
会
で

１
８
０
万
円
と
93
万
円
の

除
雪
機
2
台
分
を
申
請
、

23
万
円
は
自
己
負
担
）で
、

申
請
自
治
会
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
上
、
緊
急
性
・
重
要

性
等
を
判
断
し
順
位
付
け

の
上
、県
に
進
達
し
ま
す
。

問　
本
年
の
申
請
件
数
と

採
択
件
数
は
。

答　
13
件
の
申
請
で
、
６

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
経
費
の
増
額
に
つ
い
て

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
収
支
に
つ
き
、
2
年

度
決
算
状
況
か
ら
説
明
を
。

答　
次
の
表
に
よ
り
説
明
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使

い
道
の
周
知
は
。

答　
使
い
道
は
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
へ
掲
載
し
、
寄
付

者
が
こ
れ
を
選
び
ま
す
。

　
そ
の
後
、
使
い
道
に
応

じ
、
積
み
立
て
た
基
金
を

取
り
崩
し
て
、
各
該
当
事

業
に
充
当
し
、
そ
の
結
果

は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問　
コ
ン
ビ
ニ
手
数
料
の

減
額
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
の
た
め
だ

が
、そ
の
目
標
を
定
め
、全

庁
的
に
取
り
組
む
べ
く
、

4
年
度
予
算
に
反
映
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
国
が
強
力
に
進
め
て

お
り
、し
っ
か
り
呼
応
し
、

新
年
度
予
算
に
向
け
て
全

庁
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
グ
リ
ン
パ
ー
ク
山
東
・

近
江
母
の
郷さ

と

文
化
セ
ン
タ

ー
の
公
共
施
設
等
運
営
権

の
設
定
・
事
業
契
約
の
締

結
等
に
つ
い
て

問　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
よ
る
公

共
施
設
等
運
営
権
の
設
定
、

指
定
管
理
者
の
指
定
お
よ

び
そ
の
契
約
の
審
議
に
あ

た
り
、
従
来
の
指
定
管
理

と
今
回
の
運
営
権
付
き
Ｐ

Ｆ
Ｉ
で
管
理
し
た
場
合
を

比
較
し
た
市
費
削
減
額
は
。

答　
10
年
間
で
2
億
円
余

り
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

問　
芝
生
広
場
は
、
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
で
年
間
を
通
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
市
民
の
公
園
的
広
場
利

用
は
で
き
な
い
の
か
、
現

状
は
、
条
例
上
問
題
な
い

の
か
。

答　
本
施
設
の
設
置
目
的

と
し
て
、
条
例
で
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
市
民

の
健
康
の
増
進
と
と
も
に
、

自
然
を
生
か
し
た
交
流
観

光
の
振
興
等
を
規
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

芝
生
広
場
を
利
用
す
る
自

主
事
業
を
、
市
が
許
可
し

て
い
ま
す
。

問　
指
定
管
理
料
の
支
払

い
条
件
、
増
設
部
分
の
財

産
権
、
要
求
水
準
書
が
変

更
に
な
る
場
合
の
理
由
、

公
租
公
課
の
負
担
、
運
営

者
が
倒
産
し
た
場
合
の
対

応
等
は
。

答　
「
公
共
施
設
等
運
営

事
業
要
求
水
準
書
」「
公
共

施
設
等
運
営
権
実
施
仮
契

約
書
」（
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
掲
載
）か
ら
答
弁
。

◎
開
発
許
可
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

問　
こ
の
改
正
は
、
市
街

化
調
整
区
域
で
災
害
リ
ス

ク
の
高
い
エ
リ
ア
を
開
発

可
能
区
域
か
ら
除
外
し
、

段
階
的
開
発
に
よ
る
一
体

的
土
地
利
用
計
画
も
認
め

な
い
、
農
地
転
用
許
可
後

の
転
用
も
相
当
期
間
認
め

な
い
も
の
だ
が
、
開
発
を

阻
害
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
の
か
。

答　
災
害
リ
ス
ク
に
よ
る

見
直
し
は
法
改
正
に
よ
る

も
の
で
、
段
階
的
開
発
に

よ
る
一
体
的
土
地
利
用
を

認
め
な
い
件
は
、
地
区
計

画
を
用
い
れ
ば
可
能
で
す
。

　
補
正
予
算
は
、
討
論
も

な
く
総
員
賛
成
で
可
決
す

る
も
の
と
確
認
し
ま
し
た
。

　
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

は
、総
員
賛
成
に
よ
り
、可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
米
価
下
落
の
対
策

を
求
め
る
請
願
は
、賛
成
、

反
対
の
討
論
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
関
係

条
例
関
係
等

討
論
・
採
決
結
果

報告します！グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
山
東
・
近
江
母
の
郷さ

と

文
化
セ
ン
タ
ー
10
年
間
運
営
権
の
設
定

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
矢
野 

邦
昭

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

委
　
員
　
後
藤 
英
樹
、 

藤
田 

正
雄
、 

今
中 

力
松

　
　
　
　
堀
江 
一
三
、 
𠮷
田 

周
一
郎
、 

鍔
田 

明

【公共施設等運営権制度】
公共施設等の建設・維持管理・運営等を民間の
資金、経営能力、技術的能力を活用して行うPFIの
一手法です。施設の所有権を公的主体が有した
まま、運営権を民間事業者に設定するものです。
今回の事業契約は　契約金額：金8億5	千万円
契約相手方：奥伊吹SPC株式会社
契約期間：契約から令和14年3月31日まで

2年度ふるさと納税収支
(単位:百万円)

グリーンパーク山東
（グランピング）の様子

①ふるさと納税額 394
②募集に要した経費 171
③市町村民税控除額 41
①－②－③ 182
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◎
一
般
会
計

問　
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
い
ぶ
き
指
定
管
理
料

の
部
分
で
お
む
つ
代
の
支

出
が
前
年
度
よ
り
80
万
円

近
く
削
減
で
き
て
い
る
が
、

前
年
度
の
総
額
は
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
。

答　
在
庫
管
理
の
徹
底
に

よ
り
元
年
度
の
支
出
額

３
９
０
万
円
か
ら
３
０
８

万
４
千
円
に
削
減
で
き
ま

し
た
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
い
ぶ
き
へ
の
経
常
損

失
補ほ

填て
ん

の
理
由
は
。

答
　
経
常
損
失
が
出
た
場

合
は
補ほ

填て
ん

を
す
る
こ
と
と

基
本
協
定
書
に
あ
り
、
特

に
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
で
往
診
が
増

え
た
半
面
、
患
者
の
受
診

控
え
等
が
あ
り
、
経
営
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◎
特
別
会
計

問　
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
高
い
理
由
は
。

答　
公
費
が
負
担
す
べ
き

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
基

準
限
度
額
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
支
援
事
業
費
に
は
人

件
費
を
算
入
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準

額
を
越
え
た
額
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入

金
と
し
て
い
ま
す
。

◎
米
原
市
地
域
包
括
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

問　
病
児
お
よ
び
病
後
児

の
保
育
に
関
し
て
対
象
が

小
学
６
年
生
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
た
理
由
と
家
庭
的

保
育
事
業
を
行
う
事
業
所

と
は
何
を
指
す
の
か
。

答　
対
象
年
齢
は
国
の
制

度
改
正
に
合
わ
せ
て
引
き

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
家
庭

的
保
育
事
業
に
つ
い
て
は

小
規
模
で
保
育
を
行
う
事

業
所
等
を
指
し
ま
す
。

◎
公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
米
原
市
柏
原
福
祉
交

流
セ
ン
タ
ー
）

問　
建
物
に
つ
い
て
は
文

化
財
指
定
と
な
る
こ
と
を

聞
い
て
い
る
が
、
現
在
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
、
特
に
運

動
訓
練
や
機
能
訓
練
な
ど

が
こ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る

の
か
、
福
祉
と
文
化
財
の

部
分
の
す
み
分
け
は
大
丈

夫
な
の
か
。

答　
文
化
財
の
担
当
と
財

政
契
約
課
に
も
確
認
を

取
っ
て
お
り
、
問
題
は
な

い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
年
度
中
に
文
化
財

指
定
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
後
も

そ
う
い
っ
た
機
能
訓
練
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者

等
を
含
め
交
流
が
で
き
る

施
設
と
し
て
運
営
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◎
公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
米
原
市
伊
吹
薬
草
の

里
文
化
セ
ン
タ
ー
）

問　
指
定
管
理
料
の
中
で

薬
草
風
呂
の
管
理
運
営
費

が
非
常
に
大
き
く
、
採
算

性
を
考
え
る
と
今
後
の
継

続
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
「
伊
吹
薬
草
の
里
文

化
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
施

設
名
称
に
も
含
ま
れ
て
い

る「
薬
草
」が
売
り
の
ひ
と

つ
で
す
。
ま
た
地
域
資
源

を
生
か
し
た
施
設
の
管
理

運
営
を
さ
れ
て
い
る
中
で

こ
の
薬
草
風
呂
は
大
き
な

魅
力
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
５
年
間
も
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
し
、

採
算
を
取
れ
る
よ
う
な
形

で
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◎
米
原
市
教
育
振
興
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問　
教
育
振
興
基
本
計
画

に
つ
い
て
、
検
討
い
た
だ

き
た
い
文
言
箇
所
が
あ
る

が
。

答　
こ
の
振
興
計
画
は
専

門
的
な
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
ま
と
め
上
げ
た
も

の
で
す
が
、
必
要
で
あ
れ

ば
今
後
修
正
を
加
え
て
い

き
ま
す
。

　
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

討
論
は
な
く
総
員
賛
成
で

可
決
す
る
も
の
と
確
認
し

ま
し
た
。

　
公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
米
原
市
伊
吹
薬
草

の
里
文
化
セ
ン
タ
ー
）
の

議
案
は
、賛
成
多
数
で
、そ

の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

総
員
賛
成
に
よ
り
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

補
正
予
算

条
例
関
係

討
論
・
採
決
結
果

報告します！指
定
管
理
者
制
度
の
在
り
方
と
は
何
か

健
康
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
健
康
福
祉
教
育
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
本 

克
巳

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

委
　
員
　
振
角 
大
祐
、 

山
口 

久
志
、 

礒
谷 

晃

　
　
　
　
山
𦚰 
正
孝
、 
中
川 

雅
史
、 

中
川 

松
雄

昭和18年に滋賀銀行と合併するまで42年間この地域を支
えた“柏原銀行”は現在“福祉交流センター”として面影を残
している。
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 ○支援が必要な親子を支える
　　子育て支援課の組織体制について
 ○悩みを抱えた子どもを支える
　　スクールソーシャルワーカーの配置について

振角　大祐　議員

問　
市
に
お
い
て
虐
待
と

認
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
、

毎
年
増
え
て
い
る
。

　
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

対
応
に
当
た
る
子
ど
も
家

庭
相
談
員
（
以
下
、
相
談

員
）
が
増
員
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
養
護
相
談
ケ
ー
ス
が

年
々
増
加
す
る
中
、
相
談

員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
、
あ
ら
た
な
職
員
の
採

用
を
行
い
、
現
行
人
員
を

下
回
ら
な
い
職
員
数
を
確

保
し
て
い
ま
す
が
、
採
用

予
定
者
数
を
上
回
る
応
募

が
少
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

問　
相
談
員
の
今
後
の
採

用
予
定
に
つ
い
て
。

答　
市
の
相
談
員
ひ
と
り

当
た
り
の
児
童
虐
待
相
談

件
数
は
県
内
で
も
少
な
い

方
で
あ
り
、
相
談
員
数
と

し
て
は
一
定
の
確
保
を
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
相
談
内
容
の

深
刻
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

件
数
に
応
じ
た
人
数
の
判

断
は
で
き
な
い
た
め
、
採

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

５
人
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
速

や
か
に
採
用
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問　
採
用
さ
れ
て
い
る
相

談
員
の
所
持
資
格
は
、
全

員
教
員
免
許
で
あ
る
。

　
支
援
の
必
要
な
親
子
へ

の
関
わ
り
に
お
い
て
、
社

会
福
祉
士
な
ど
、
福
祉
の

資
格
を
有
し
た
職
員
が
必

要
で
あ
る
。

　
採
用
に
は
、
雇
用
条
件

を
よ
く
す
る
必
要
が
あ
る

が
、そ
の
計
画
は
。

答　
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
生
活
・
雇
用
環
境

の
悪
化
や
養
護
相
談
ケ
ー

ス
の
増
加
な
ど
、
問
題
は

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
年
度
か
ら

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
、
社
会
福
祉
士

な
ど
福
祉
の
専
門
性
を
持

つ
職
員
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
雇

用
条
件
の
改
善
の
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
県
内
市
町
で
は
、
独

自
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｓ

Ｓ
Ｗ
）を
採
用
し
、学
校
・

親
子
を
支
え
る
体
制
を
整

備
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
採

用
予
定
は
あ
る
か
。

答　
現
在
、本
市
で
は
、県

か
ら
１
名
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

市
内
の
小
中
学
校
に
派
遣

し
て
お
り
、昨
年
度
よ
り
、

１
２
０
時
間
増
の
７
０
８

時
間
の
配
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
さ
ら
な
る
Ｓ

Ｓ
Ｗ
の
増
員
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
に
向
け
て
、
県

に
さ
ら
な
る
配
置
時
間
数

の
増
加
を
要
請
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
が
必
要
な
親
子
を

支
え
ら
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
か

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
子
ど
も
や

学
校
を
支
え
ら
れ
る
配

置
に
な
っ
て
い
る
か
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○伊吹山における鹿の食害について
○乗り合いタクシー・まいちゃん号の運営について

堀江　一三　議員

問　
伊
吹
山
で
鹿
の
数
が

異
常
に
増
え
た
、
そ
の
原

因
は
な
に
か
。

答　
近
年
は
温
暖
化
の
影

響
も
あ
り
、
積
雪
が
少
な

く
な
る
な
ど
、
高
所
で
も

容
易
に
冬
を
越
せ
る
よ
う

な
環
境
に
な
っ
た
こ
と
や
、

捕
獲
者
の
数
が
減
っ
て
き

て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因

で
す
。

問　
伊
吹
山
の
西
出
大
谷

林
道
に
箱
わ
な
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　
狩
猟
期
間
中
（
令
和
３

年
11
月
15
日
か
ら
令
和

４
年
２
月
15
日
ま
で
）
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
落
ち
な
い
よ
う
に

す
る
安
全
ボ
ル
ト
を
取
り

付
け
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答　
こ
の
箱
わ
な
は
鹿
に

餌
付
け
を
し
て
、
捕
獲
で

き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る

目
的
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

安
全
ボ
ル
ト
は
、
一
番
捕

獲
で
き
る
時
期
を
見
計
ら

っ
て
、
取
り
外
し
て
い
ま

す
。

問　
私
た
ち
が
取
り
組
む

獣
害
対
策
と
、
鳥
獣
保
護

管
理
法
の
間
に
は
、
隔
た

り
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
捕
獲
を
進
め
る

の
か
。

答　
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
県
が
定
め
た
鳥
獣
保

護
管
理
事
業
計
画
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
計
画
で
、
毎

年
度
掲
げ
ら
れ
る
目
標
頭

数
を
捕
獲
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
ま
す
。

　
２
年
度
の
実
績
で
は
、

県
が
定
め
た
本
市
の
捕
獲

頭
数
１
６
２
１
頭
に
対
し
、

市
全
体
で
の
捕
獲
数
は
１

８
２
０
頭
で
、そ
の
内
、伊

吹
山
で
の
捕
獲
は
91
頭
で

す
。

問　
鹿
の
食
害
で
荒
ら
さ

れ
た
伊
吹
山
に
、
緑
を
取

り
戻
す
た
め
、
例
え
ば
伊

吹
ヨ
モ
ギ
な
ど
の
植
栽
は

で
き
な
い
か
。

答　
伊
吹
山
の
多
く
は
琵

琶
湖
国
定
公
園
の
指
定
地

で
あ
り
、
ま
た
標
高
１
２

０
０
ⅿ
以
上
は
、
伊
吹
山

頂
草
原
植
物
群
落
と
し
て

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
各
種
法
律
に
基
づ
き

山
肌
へ
の
植
栽
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
の
許
認
可
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
鹿
を

捕
獲
す
る
こ
と
で
、
生
息

密
度
を
下
げ
る
こ
と
が
最

優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
公
共
交
通
と
し
て
の

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
ま
い

ち
ゃ
ん
号
は
、
交
通
機
関

が
十
分
で
は
な
い
地
域
に

と
っ
て
は
、
生
活
を
守
る

大
変
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
。
今
後
の
運
営
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　
年
々
利
用
者
が
増
加

傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
化
や
免
許
返
納
な
ど
の

状
況
か
ら
、
今
後
も
市
全

域
で
需
要
が
高
ま
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
10
月
か
ら
導

入
し
た
予
約
配
車
シ
ス
テ

ム
を
有
効
活
用
し
、
乗
り

合
い
効
率
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

問　
運
行
に
か
か
る
財
政

負
担
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
運
行
に
か
か
る
財
政

負
担
は
、
２
年
度
の
実
績

で
約
４
３
０
０
万
円
で
す
。

　
市
内
の
交
通
弱
者
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
必
要
不

可
欠
な
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
民
へ
の
負
担
は
最
小
限

に
と
ど
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
利
用
料
金

の
改
定
に
あ
た
っ
て
も
、

負
担
軽
減
策
と
し
て
市
民

割
引
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行

し
、
現
行
の
利
用
料
金
水

準
と
す
る
方
向
性
で
考
え

て
い
ま
す
。

増
え
す
ぎ
た
鹿
の

捕
獲
は
ど
う
す
る

鹿の食害により荒れた山肌

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　
ま
い
ち
ゃ
ん
号
の

今
後
の
運
営
は
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 ○新型コロナワクチンの接種について
 ○HPVワクチン（子宮頸

け い

がん予防ワクチン）
　　　　　　　　　　  積極的勧奨再開に向けて
 ○農業支援策について

細野　正行　議員

問　
現
在
ま
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接

種
率
・
接
種
者
数
は
。

答　
11
月
30
日
現
在
で
１

回
目
の
接
種
率
79
・
２
㌫

で
、接
種
者
数
は
、３
万
５

１
９
人
、２
回
目
は
、78
・

５
㌫
で
、
３
万
２
３
２
人

で
す
。

問　
３
回
目
接
種
の
予
約

方
法
・
時
期
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目

接
種
完
了
後
、
８
カ
月
以

上
経
過
し
た
18
歳
以
上
の

人
が
対
象
で
す
。

　
２
回
目
接
種
完
了
後
、

８
カ
月
を
迎
え
る
約
２
週

間
前
に
順
次
接
種
券
を
お

届
け
し
ま
す
。
券
が
届
き

ま
し
た
ら
集
団
接
種
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
の
電
話
予
約

ま
た
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
予
約
を
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
個
別
医

療
機
関
で
の
接
種
希
望
の

人
は
、
直
接
各
医
療
機
関

に
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問　
具
体
的
な
接
種
の
イ

メ
ー
ジ
は
。

答　
２
回
目
の
接
種
を
さ

れ
た
日
か
ら
８
カ
月
後
の

同
じ
日
以
降
に
接
種
が
可

能
で
す
。

　
例
え
ば
、
６
月
１
日
に

２
回
目
接
種
の
場
合
は
、

８
カ
月
後
の
翌
年
２
月
の

同
日
の
１
日
以
降
か
ら
追

加
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
６
月
30
日
に
２
回

目
接
種
の
場
合
は
、
８
カ

月
後
の
翌
年
２
月
に
同
日

が
な
い
の
で
、
翌
月
３
月

の
１
日
以
降
か
ら
追
加
接

種
が
で
き
ま
す
。

問　
年
間
約
１
万
人
近
く

の
女
性
が
子
宮
頸け

い

が
ん
に

か
か
り
、
約
２
８
０
０
人

も
の
女
性
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。

　
２
０
１
３
年
（
平
成
25

年
）
６
月
よ
り
国
が
積
極

的
勧
奨
を
差
し
控
え
た
た

め
、
対
象
者
へ
の
通
知
を

や
め
て
し
ま
っ
た
が
、
昨

年
10
月
に
は
国
か
ら
対
象

者
へ
の
情
報
提
供
に
関
す

る
指
示
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
当
市
の

対
応
は
。

答　
湖
北
医
師
会
と
協
議

し
、
令
和
２
年
12
月
に
定

期
接
種
年
齢
の
期
限
が
近

づ
い
て
い
る
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子
に
、
令
和

３
年
４
月
に
は
新
中
学
３

年
生
と
新
高
校
１
年
生
相

当
の
女
子
に
個
別
通
知
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
12
月
上

旬
に
は
小
学
６
年
生
、
中

学
１
年
生
、
中
学
２
年
生

に
通
知
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

問　
市
に
お
け
る
２
年
度

の
接
種
率
お
よ
び
通
知
未

実
施
で
あ
っ
た
元
年
度
の

同
対
象
者
の
接
種
率
は
。

答　
２
年
度
に
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子
１
６
７
人

に
通
知
し
た
と
こ
ろ
17

人
が
接
種
し
、
接
種
率
は

10
・
２
㌫
で
し
た
。
ま
た
、

元
年
度
は
対
象
者
１
７
７

人
の
う
ち
３
人
が
接
種
し

接
種
率
は
１・
７
㌫
で
し

た
。

問　
積
極
的
勧
奨
が
停
止

さ
れ
て
い
た
事
に
よ
り
接

種
機
会
を
逃
し
た
人
へ
の

対
応
は
。

答　
積
極
的
勧
奨
の
差
し

控
え
中
に
、
接
種
の
機
会

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
に

対
し
、
無
料
で
接
種
で
き

る
よ
う
、
国
で
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
実
施
と
な
っ
た
場
合
は
、

定
期
接
種
対
象
者
と
同
様

に
個
別
通
知
と
広
報
等
で

周
知
し
ま
す
。

問　
兼
業
農
家
が
利
用
で

き
る
施
策
は
あ
る
か
。

答　
支
援
要
件
を
兼
業
あ

る
い
は
専
業
農
家
で
区
分

し
て
お
ら
ず
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
農
業
経
営
改

善
計
画
の
認
定
を
受
け
て

い
る
農
業
者
、
い
わ
ゆ
る

認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と

を
要
件
と
し
て
、
兼
業
農

家
で
あ
っ
て
も
認
定
農
業

者
で
あ
れ
ば
支
援
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の３

回
目
接
種

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
︶
の
定
期
接
種

農
家
に
対
す
る支

援
策
は
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 ○まち・ひと・しごと米原創生総合戦略の
　　　　　　　　　　　　　　　　成果について
 ○米原駅東口まちづくり事業の進

し ん

捗
ちょく

状況について
山本　克巳　議員

問　
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
を
使
っ
た
各
事
業
は
、

東
口
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答　
県
の
玄
関
口
と
な
る

新
幹
線
駅
が
あ
り
「
ま
ち

の
核
と
な
る
べ
き
」
米
原

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
都
市
機

能
の
強
化
と
に
ぎ
わ
い
創

出
を
目
指
し
て
進
め
ま
し

た
。

問　
調
査
・
検
討
す
る
だ

け
で
業
務
が
完
結
す
る
の

か
。

答　
調
査
・
検
討
し
た
内

容
は
、
施
策
に
反
映
さ
せ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
な
ぜ
事
業
が
継
続
さ

れ
ず
、
単
発
で
終
わ
っ
て

い
る
の
か
。
ど
こ
に
問
題

が
あ
る
の
か
。

答　
予
算
面
や
職
員
派
遣

の
市
側
の
負
担
が
大
き
か

っ
た
こ
と
や
、
大
学
と
の

連
携
調
整
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

す
。

問　
隈
研
吾
氏
の
「
宿
場

町
構
想
」
の
取
り
組
み
経

緯
と
、
な
ぜ
構
想
が
実
現

し
な
か
っ
た
の
か
。

答　
設
計
や
建
設
で
大
き

な
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
具
現
化
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　
一
般
社
団
法
人
米
原

駅
東
口
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
よ
る
東
口
ま
ち
づ
く

り
事
業
全
体
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

に
つ
い
て
、
現
況
と
遅
れ

て
い
る
理
由
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
遅
延
理
由
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
資
金
調
達
の
動
き

が
鈍
化
し
た
こ
と
や
、
金

融
機
関
の
融
資
等
の
た
め

に
基
本
設
計
を
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
も
の

に
修
正
す
る
な
ど
検
討
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア
の
米

原
駅
に
近
い
市
有
地
か
ら

整
備
し
、
令
和
５
年
春
の

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
進
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

問　
米
原
駅
東
口
ま
ち
づ

く
り
事
業
は
、
民
間
提
案

で
あ
る
た
め
、
市
は
一
切

資
金
を
出
さ
な
い
旨
の
説

明
を
受
け
て
き
た
が
間
違

い
な
い
か
。

答　
都
市
公
園
な
ど
の
公

共
空
間
は
、
市
が
事
業
主

体
と
し
て
国
費
等
の
補
助

金
を
活
用
し
、
整
備
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
み
ず
ほ
銀
行
と
締
結

し
た
米
原
駅
東
口
で
の
地

域
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

の
拠
点
の
実
現
に
関
わ
る

取
り
組
み
と
は
、い
つ
、ど

こ
で
、誰
が
、ど
ん
な
業
務

を
運
営
す
る
の
か
。

答　
一
般
社
団
法
人
米
原

駅
東
口
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
、
令
和
５
年
春
の
プ

レ
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

整
備
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、

業
務
や
運
営
内
容
の
詳
細

は
、
今
後
市
と
連
携
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
い
か

れ
る
予
定
で
す
。

問　
県
公
有
財
産
審
議
会

が
開
催
さ
れ
、
県
東
北
部

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
建

設
の
た
め
、
県
有
地
と
市

有
地
と
の
交
換
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果

と
土
地
交
換
に
至
っ
た
経

過
、
今
後
の
県
東
北
部
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
民
間
開
発
計
画
の
実

現
に
向
け
土
地
の
集
約
を

図
り
た
い
本
市
と
、
県
の

間
で
合
意
が
図
れ
、
市
有

地
と
県
有
地
を
交
換
整
理

す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
４
年
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
民
間
資
金
活
用
に
よ

る
社
会
資
本
整
備
）
事
業

者
を
決
定
し
、
７
年
度
か

ら
の
移
転
供
用
開
始
に
向

け
て
現
在
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
。

米
原
創
生
総
合
戦
略

の
取
り
組
み
と
成
果
は

高
額
な
国
の
予
算
が

使
わ
れ
て
い
る
が

当
市
の
負
担

地
域
Ｄ
Ｘ

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は

新庁舎の5階から見た事業予定地
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○重度障がい者のグループホーム整備は切実な問題
　 と受け止め、市は整備の実現に向け協議する意向
○本年度からパトロール体制を強化し、市は
　 除雪作業が遅延しないように万全を期す構え　　　　　　

今中　力松　議員

問　
親
な
き
後
に
重
度
の

障
が
い
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
を
望
む
声

が
届
い
て
い
る
。
市
の
受

け
止
め
と
見
通
し
は
。

答　
重
度
の
障
が
い
者
を

対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
を
切
実
な

問
題
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

　
運
営
に
不
可
欠
な
介
護

職
員
や
看
護
師
等
の
人
材

確
保
が
困
難
な
現
状
を
、

湖
北
地
域
全
体
の
課
題
と

と
ら
え
、
長
浜
米
原
し
ょ

う
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
に
お
い
て
整
備
の
実
現

に
向
け
協
議
を
進
め
ま
す
。

問　
重
度
の
障
が
い
者
を

緊
急
時
に
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
は
。

答　
令
和
３
年
４
月
、
旧

近
江
ひ
が
し
保
育
所
の
施

設
を
活
用
し
、
重
度
の
障

が
い
者
が
利
用
で
き
る
短

期
入
所
施
設
、
星
空
ひ
だ

ま
り
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
緊
急
時
に
は
、
相
談
支

援
専
門
員
が
中
心
と
な
り
、

利
用
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
よ
り
速
や
か
に

利
用
で
き
る
よ
う
、市
、長

浜
米
原
し
ょ
う
が
い
児
者

基
幹
相
談
調
整
セ
ン
タ
ー
、

相
談
支
援
事
業
所
、
短
期

入
所
施
設
な
ど
の
連
携
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

問　
通
所
施
設
の
終
了
時

間
後
、
親
の
就
労
が
終
わ

る
ま
で
の
２
時
間
程
度
を

支
援
で
き
な
い
か
。

答　
行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
個
別
支
援
や
、
日
中
一

時
支
援
事
業
と
い
っ
た
集

団
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　
人
材
不
足
な
ど
の
理
由

で
す
べ
て
の
利
用
希
望
に

は
応
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
希
望
に
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
利
用
が
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　
障
が
い
者
雇
用
促
進

の
取
り
組
み
は
。

答　
就
労
を
目
指
す
障
が

い
者
と
支
援
者
に
よ
る
企

業
見
学
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
た
取
り
組
み

な
ど
に
引
き
続
き
協
力
し
、

雇
用
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

問　
昨
年
12
月
、
伊
吹
東

部
３
集
落
に
ゲ
リ
ラ
雪
と

も
言
う
べ
き
70
セ
ン
チ
に

も
及
ぶ
積
雪
が
あ
り
、
藤

川
地
区
や
寺
林
地
区
で
は
、

大
屋
根
・
離
れ
・
納
屋
の

ひ
さ
し
折
れ
の
被
害
が
数

多
く
発
生
し
た
。

　
２
日
連
続
で
市
の
除
雪

が
間
に
合
わ
ず
、
会
社
を

休
ん
だ
り
遅
刻
し
た
り
す

る
人
が
多
数
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
藤
川
地
区
内
で
立
ち
往

生
。
区
民
が
出
動
し
除
雪

さ
れ
た
が
市
道
が
除
雪
さ

れ
て
お
ら
ず
再
び
立
ち
往

生
。
結
局
、
校
長
先
生
が

自
家
用
車
で
迎
え
に
来
ら

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
昨
年
の
事

態
を
踏
ま
え
、本
年
度
は
、

通
勤
通
学
等
の
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
迅
速
か
つ

適
切
に
除
雪
作
業
が
進
め

ら
れ
る
体
制
か
。

答　
昨
年
度
よ
り
出
動
す

る
職
員
数
を
２
人
増
や
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
班
５
人
と
委

託
業
者
や
パ
ト
ロ
ー
ル
班

へ
指
示
を
行
う
指
揮
班
３

人
が
出
動
し
ま
す
。
多
く

の
積
雪
が
予
測
さ
れ
る
場

合
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を

５
人
増
強
し
ま
す
。

　
ま
た
、
積
雪
の
多
い
上

平
寺
地
先
な
ど
に
は
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
業
者

に
委
託
し
気
温
や
積
雪
に

関
す
る
気
象
状
況
の
把
握

に
努
め
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
、

教
育
総
務
課
と
情
報
共
有

し
、連
携
し
対
応
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
道
藤
川
相

撲
庭
線
で
竹
や
樹
木
が
道

路
に
倒
れ
こ
み
除
雪
作
業

が
遅
延
し
た
た
め
、
業
者

に
竹
木
伐
採
を
発
注
す
る

対
策
を
行
い
、
効
率
的
な

除
雪
に
努
め
ま
す
。

昨
年
の
雪
害
を

 

踏
ま
え
た

本
年
度
の
除
雪
計
画

重
度
の
障
が
い
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
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 ○米原駅前の道路標識について
 ○三島池周辺における散策道路について
 ○コロナ禍により、生活に困難を
　　　　　 感じておられる人への支援について

鹿取　和幸　議員

問　
市
役
所
本
庁
舎
に
誘

導
す
る
道
路
標
識
が
必
要

だ
が
、
早
急
に
設
置
さ
れ

な
い
の
か
。

答　
米
原
駅
前
交
差
点
へ

の
案
内
標
識
設
置
は
、
国

道
事
務
所
や
公
安
委
員
会

と
の
協
議
の
経
過
か
ら
、

現
時
点
で
は
難
し
い
状
況

で
す
。
今
後
、
利
用
者
の

ご
意
見
を
参
考
に
、
分
か

り
や
す
い
ご
案
内
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
池
周
辺
の
道
路
表
面

に
ひ
ず
み
が
多
く
、
例
え

ば
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
ひ
っ

か
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
押

し
て
歩
く
こ
と
も
困
難
で

あ
る
。
滑
ら
か
な
道
路
に

補
修
で
き
な
い
か
。

答　
周
辺
の
散
策

道
路
は
石
畳
状
の

箇
所
も
あ
り
、
今

回
ご
指
摘
の
事
項

も
併
せ
、
点
検
が

必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
周
辺
環
境
の
保

全
は
、
平
成
18
年

に
設
置
さ
れ
た
、

池
下
自
治
会
や
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
山

東
の
指
定
管
理
者
、

県
お
よ
び
市
等
で

構
成
す
る
「
美
し

い
三
島
池
周
辺
環
境
づ
く

り
協
議
会
」に
お
い
て
、毎

年
会
議
を
開
催
し
課
題
を

共
有
す
る
な
ど
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
三
島
池
周
辺
は
、
三
島

神
社
、
池
下
自
治
会
の
ほ

か
、県
有
地
、市
有
地
、個

人
の
所
有
地
な
ど
が
混
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

状
把
握
を
行
っ
た
上
で
、

こ
の
協
議
会
等
に
諮
り
、

検
討
し
ま
す
。

問　
支
援
の
内
容
は
。

答　
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
の
相
談
は
、
福
祉
政
策

課
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
困
窮
に
陥

っ
た
背
景
を
丁
寧
に
聞
き

取
り
、
家
計
改
善
の
必
要

な
人
、
就
労
へ
つ
な
げ
る

人
、
複
数
の
課
題
が
あ
り

整
理
が
必
要
な
人
な
ど
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
経
済
的
に
困
窮
し
て

お
ら
れ
る
場
合
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
貸
し
付
け

を
案
内
し
、
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
拡
大
が
長
期

化
す
る
中
、
こ
れ
ま
で
の

貸
し
付
け
だ
け
で
は
生
活

の
改
善
が
図
れ
な
い
人
に

は
、
本
年
度
か
ら
新
た
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
金
の
支

給
期
間
内
に
経
済
的
に
自

立
で
き
る
よ
う
就
労
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
就
労
が
困
難
な
場

合
は
、
円
滑
に
生
活
保
護

の
受
給
へ
つ
な
げ
る
た
め
、

継
続
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。

問　
学
校
等
に
通
学
さ
れ

て
い
る
人
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
の
か
、

答　
市
独
自
の
施
策
と
し

て
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
収
入
が
著
し
く
減
少

し
た
世
帯
の
小
学
生
か
ら

大
学
生
を
持
つ
保
護
者
等

へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
、

就
学
・
奨
学
支
援
臨
時
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
給
付
金
は
、
小
学
生

６
万
円
、
中
学
生
７
万
５

千
円
、高
校
生
12
万
円
、大

学
生
24
万
円
を
支
給
す
る

も
の
で
、
本
年
７
月
か
ら

給
付
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
雇
用
情
勢
も
厳
し
い

こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
１

月
17
日
ま
で
募
集
期
間
を

延
長
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

 

生
活
に
困
っ
て

お
ら
れ
る
人
へ
の
支
援

米
原
駅
前
の
道
路
標
識

三島池周辺の美しい風景 三
島
池
周
辺
の散

策
道
路
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○米原駅前のまちづくり
○武蔵野市住民投票条例案
○ＨＰＶワクチンの接種

後藤　英樹　議員

問
　
米
原
駅
東
口
ま
ち
づ

く
り
の
市
有
地
と
県
有
地

の
土
地
交
換
は
何
度
も
延

期
に
な
っ
た
が
、
も
っ
と

早
く
に
土
地
交
換
が
で
き

た
の
で
は
。

答
　
県
の
公
有
財
産
審
議

会
に
諮
る
必
要
が
あ
り
、

県
と
他
の
案
件
と
の
調
整

や
県
東
北
部
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
移
転
時
期
が
明

確
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
、
県
の
判
断

に
よ
り
、
11
月
12
日
に
審

議
会
が
開
催
さ
れ
、
土
地

交
換
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
地
域
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
は
市
に
と
っ
て

必
要
だ
と
思
う
が
、
米
原

駅
前
東
口
を
Ｄ
Ｘ
活
動
拠

点
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
必
要

性
は
。

答
　
事
業
を
け
ん
引
し
て

い
る
み
ず
ほ
銀
行
か
ら
は
、

米
原
駅
東
口
の
新
幹
線
停

車
駅
と
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
と
条
件
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を
は

じ
め
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
証

実
験
を
進
め
る
上
で
ふ
さ

わ
し
い
エ
リ
ア
で
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
連
携
拠
点

と
し
て
非
常
に
高
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る

こ
と
を
評
価
さ
れ
、
地
域

Ｄ
Ｘ
の
提
案
を
受
け
ま
し

た
。

問
　
現
在
の
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
、
米
原
駅
東

口
ま
ち
づ
く
り
の
に
ぎ
わ

い
に
つ
な
が
る
の
か
。

答
　
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
こ
と
も
あ
り
、
大
変
厳

し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す

が
、
駅
前
市
有
地
の
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

新
幹
線
が
停
車
す
る
駅
前

に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
と
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

必
要
な
機
能
の
提
案
や
施

設
の
建
設
、
運
営
等
を
行

え
る
よ
う
、
引
き
続
き
官

民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
既
に
一
部
外
国
人
に

投
票
資
格
が
あ
る
、
常
設

型
住
民
投
票
条
例
を
成
立

さ
せ
て
い
る
、
当
市
の
見

解
は
。

答
　
武
蔵
野
市
に
お
い
て

制
定
を
目
指
さ
れ
て
い
る

住
民
投
票
条
例
は
、
市
議

会
と
の
議
論
や
市
民
と
の

意
見
交
換
な
ど
を

経
て
議
会
に
上
程

さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
本
市
と

し
て
特
に
見
解
を

申
し
上
げ
る
立
場

に
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
武
蔵
野
市

で
議
論
さ
れ
て
い

る
条
例
は
、
市
内

に
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
居
住
し
て

い
る
定
住
外
国
人

が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
市

と
は
全
く
違
う
も
の
と
認

識
し
て
ま
す
。

問
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
国

か
ら
市
に
も
来
年
４
月
か

ら
積
極
的
な
勧
奨
を
再
開

す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ

て
い
る
が
。

答
　
子
宮
頸け

い

が
ん
の
罹り

か
ん患

リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
重

要
性
か
ら
、
湖
北
医
師
会

と
の
連
携
を
強
化
し
、
当

該
接
種
に
係
る
医
療
体
制

や
接
種
後
の
症
状
を
相
談

で
き
る
支
援
体
制
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
年
齢

別
の
勧
奨
の
時
期
な
ど
の

計
画
を
立
て
、
安
心
し
て

接
種
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
、
４
年
度
か
ら

個
別
通
知
や
広
報
等
で
積

極
的
な
勧
奨
を
再
開
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

厚生労働省 HPVワクチン リーフレット

米
原
駅
前
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

武
蔵
野
市
住
民
投
票

条
例
案
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て
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 ○空き家の実態と今後の取り組み方について
 ○老朽化した改良住宅の早期払い下げと
　　　　　　　　公営住宅の建て替えについて

鍔田　明　議員

問　
空
き
家
の
過
去
３
年

間
の
推
移
は
。

答　
平
成
29
年
度
が
７
３

０
戸
、
平
成
30
年
度
が

８
３
６
戸
、
先
の
全
戸
調

査
で
は
１
１
８
０
戸
で
し

た
。

　
こ
の
調
査
を
も
と
に
現

在
自
治
会
に
現
状
調
査
を

依
頼
し
集
計
中
で
す
。

問　
特
定
空
き
家
に
対
す

る
現
状
と
過
去
３
年
間
の

推
移
に
つ
い
て
。

答　
特
定
空
き
家
等
の
新

規
認
定
数
は
、
平
成
30
年

度
６
件
、元
年
度
で
７
件
、

２
年
度
で
３
件
、
累
計
16

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
平
成
30
年
以
降
の

指
導
に
よ
り
、
累
計
除
却

件
数
は
、
略
式
代
執
行
を

行
っ
た
２
件
を
含
め
７
件

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
残

っ
て
い
る
空
き
家
等
は
９

件
で
す
。

問　
相
談
件
数
の
内
容
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

答　
所
有
者
か
ら
の
相
談

は
、
活
用
方
法
が
わ
か
ら

な
い
が
一
番
多
く
、
空
き

家
バ
ン
ク
を
紹
介
し
、
２

３
５
戸
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

問　
所
有
者
や
市
民
に
対

す
る
周
知
に
つ
い
て
。

答　
空
き
家
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
は
、

市
の
立
ち
入
り
調
査
を
拒

否
す
れ
ば
20
万
円
以
下
の

過
料
、
命
令
に
従
わ
な
い

場
合
は
50
万
円
以
下
の
過

料
が
課
せ
ら
れ
る
厳
し
い

法
律
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
周
知
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問　
80
戸
の
改
良
住
宅
の

現
状
は
。

答　
２
年
度
末
で
22
戸
の

譲
渡
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

市
に
返
還
さ
れ
た
住
宅
は

21
戸
あ
り
、
う
ち
老
朽
化

し
た
住
宅
は
除
去
す
る
方

針
と
し
、
こ
れ
ま
で
５
戸

を
除
去
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
市
が
管
理
し
て
い
る

改
良
住
宅
は
返
還
さ
れ
た

16
戸
と
、
入
居
さ
れ
て
い

る
37
戸
を
合
わ
せ
53
戸
で

す
。

問　
譲
渡
が
進
ま
な
い
理

由
は
。

答　
入
居
者
の
高
齢
化
、

譲
渡
後
の
維
持
管
理
、
価

格
等
の
資
金
不
足
、
構
造

状
の
問
題
等
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
改
良
住
宅
の
市
営
住

宅
化
や
市
営
住
宅
の
建
設

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
市
に
返
還
さ
れ
た
場

合
は
市
営
住
宅
と
み
な
せ

ま
す
が
、
入
居
状
態
で
は

市
営
住
宅
化
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
公
営
住
宅

は
市
全
体
の
住
宅
需
要
を

見
据
え
、
考
え
て
い
き
ま

す
。

問　
改
良
・
公
営
住
宅
、

旧
隣
保
館
は
、
課
題
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
市
長
の

所
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
　「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」や「
障
害
者
差
別
解

消
法
」「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
」な
ど
、あ
ら
ゆ

る
関
係
法
令
を
も
と
に
教

育
啓
発
活
動
な
ど
、
人
権

尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
施

策
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
改
良
住

宅
、公
営
住
宅
、隣
保
館
は

地
域
の
住
民
自
治
の
課
題

と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
現
状
把
握
と

過
去
３
年
間
の
推
移
に

つ
い
て

老
朽
化
し
た
改
良
住

宅
の
早
期
払
い
下
げ
と

公
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
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 ○扶養照会の制限と権利としての生活保護について
 ○関与を拒否する要支援者の現状と対策について
 ○口

こ う

腔
く う

崩壊につながる
　　　　　　子どもの歯科治療要受診者の未受診

山𦚰　正孝　議員

問　
２
０
１
９
年
度
か
ら

２
０
２
１
年
度
現
在
ま
で

の
本
市
に
お
け
る
扶
養
照

会
の
実
施
件
数
を
伺
う
。

答　
そ
の
時
期
に
生
活
保

護
を
申
請
さ
れ
た
54
件
の

う
ち
、
扶
養
照
会
し
た
件

数
は
15
件
で
し
た
。

問　
そ
の
う
ち
金
銭
的
援

助
が
な
さ
れ
た
件
数
は
。

答　
金
銭
的
援
助
を
受
け

た
世
帯
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
扶
養
照
会
が
機
能
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

厚
労
省
の
通
知
で
初
め
て

「
要
保
護
者
の
意
向
尊
重
」

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

市
は
こ
の
改
正
を
踏
ま
え
、

現
在
ど
の
よ
う
な
扶
養
照

会
実
務
を
行
っ
て
い
る
の

か
、
通
知
前
と
比
べ
て
何

が
変
わ
っ
た
か
、伺
う
。

答　
要
保
護
者
の
意
向
を

尊
重
し
、
扶
養
が
期
待
で

き
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
の
み
扶
養
照
会
を
実
施

す
る
と
い
う
、
よ
り
実
態

に
即
し
た
運
用
へ
と
見
直

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
、

そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
適
切

に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

問　
関
与
を
拒
否
す
る
要

支
援
者
は
、
ゴ
ミ
屋
敷
な

ど〝
近
所
迷
惑
〟〝
変
わ
り

者
〟
の
事
例
と
し
て
興
味

本
位
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
支
援

の
対
象
と
し
て
近
年
見
直

さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
市
は
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
状
態
に
あ
る
人
な
ど

の
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
周
囲
に
対
し
援
助
を

求
め
ら
れ
な
い
た
め
、
全

体
像
の
把
握
は
困
難
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
か

ら
の
相
談
な
ど
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

問　
高
齢
者
と
の
関
わ
り

で
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
扱
っ
て
い
る
か
。

答　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト

を
疑
う
場
合
、
高
齢
者
虐

待
防
止
法
に
準
じ
、
緊
急

性
の
判
断
、
支
援
方
針
を

検
討
し
、
安
心
し
て
生
活

が
送
れ
る
よ
う
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

問　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト

と
の
関
連
で
、
若
年
層
の

ひ
き
こ
も
り
の
対
応
は
。

答　
放
置
す
る
と
８
０
５

０
問
題
や
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
く
、早
期
発
見
、早
期

対
応
が
必
要
で
す
。
ひ
き

こ
も
り
を
解
消
し
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
で
安
心
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
関
係

部
署
と
連
携
し
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問　
左
下
の
図
の
よ
う
に
、

コ
ロ
ナ
後
の
歯
科
受
診
は

芳
し
く
な
い
。
要
受
診
者

に
受
診
を
促
す
具
体
的
対

策
は
と
っ
て
い
る
か
。

答　
歯
科
検
診
後
、
個
別

に
受
診
勧
告
書
や
未
受
診

の
お
知
ら
せ
を
出
し
、
保

護
者
懇
談
の
際
に
通
知
や

声
掛
け
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
学
校
歯
科

医
か
ら
講
話
を
聴
く
な
ど

医
療
機
関
と
連
携
し
、
受

診
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

問　
虫
歯
が
10
本
以
上
あ

る
口こ

う

腔く
う

崩
壊
の
子
ど
も
は
、

現
在
小
学
校
６
人
、
中
学

校
２
人
で
あ
る
。
子
ど
も

の
虫
歯
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
口こ

う

腔く
う

状
態
の
二
極

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

は
深
刻
だ
。
教
育
委
員
会

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
給
食
後
の
歯
磨
き
指

導
な
ど
未
然
防
止
に
重
点

を
置
い
て
取
り
組
み
を
進

め
、
口こ

う

腔く
う

崩
壊
が
見
ら
れ

る
子
ど
も
に
は
、
個
別
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た

学
校
連
携
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

と
連
携
し
、
実
態
把
握
に

努
め
、
福
祉
機
関
等
に
つ

な
ぐ
こ
と
で
課
題
の
解
決

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新
方
針
に
沿
っ
た

扶
養
照
会
の
制
限
を

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト

へ
の
支
援
を

子
ど
も
の
口こ

う

腔く
う

崩
壊
を

防
ぐ
対
策
は
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○今後のワクチン接種について
○新型コロナウイルス感染症による労災認定
○米原市管理の公園土壌について
○米原市のデジタル化について

中川　松雄　議員

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
６
波
へ
の

対
応
は
。

答　
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
終
え
た
人
の
感
染

報
告
も
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
感
染
症
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
安
全
か

つ
迅
速
に
進
め
ま
す
。

問　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
接
種

方
法
は
。

答　
国
か
ら
令
和
４
年
２

月
頃
か
ら
の
接
種
体
制
構

築
の
指
示
が
あ
り
、
実
施

に
向
け
、
湖
北
医
師
会
や

関
係
医
療
機
関
と
対
応
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
や
濃
厚
接
触

者
に
な
っ
た
こ
と
で
仕
事

に
支
障
が
出
た
人
へ
の
救

済
措
置
は
。

答　
業
務
で
感
染
し
た
と

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
労

災
保
険
給
付
の
対
象
で
す
。

ま
た
、
業
務
に
関
係
な
く

感
染
し
た
場
合
は
、
傷
病

手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
濃
厚
接
触
者
は
、
勤
務

先
の
病
気
休
暇
制
度
や
休

業
手
当
な
ど
の
適
用
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

問　
米
原
緑
地
公
園
（
米

原
駅
東
の
丘
陵
地
の
公
園)

に
石
や
建
築
廃
材
が
散
在

し
て
い
た
こ
と
を
把
握
し

て
い
た
の
か
。

答　
除
草
作
業
の
委
託
先

か
ら
報
告
を
受
け
把
握
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
春
、
桜
の
苗
木
を
植

樹
し
た
際
に
出
土
し
た
も

の
で
、
既
に
処
分
し
て
い

ま
す
。

問　
長
期
間
散
在
し
て
い

た
こ
と
は
問
題
で
は
な
い

か
。

答　
速
や
か
に
対
応
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し

訳
な
く
思
い
ま
す
。
今
後
、

よ
り
一
層
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

問　
小
中
学
校
に
整
備
さ

れ
た
約
３
千
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
使
用
状

況
は
。

答　
昨
年
度
３

月
、
市
内
の
小

中
学
生
に
、
１

人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
整
備

し
ま
し
た
。
導

入
当
初
の
１
学

期
は
教
師
、
子

ど
も
た
ち
の
ス

キ
ル
の
問
題
や

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の

不
具
合
か
ら
一

斉
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
使
え
な
い

問
題
が
あ
り
、

十
分
に
活
用
が

進
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
新

た
に
任
用
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
員
や
業
務
委

託
し
た
支
援
員
が
不
具
合

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も

に
、
教
職
員
対
象
の
研
修

会
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
現
在
は

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）ド
リ
ル

を
用
い
た
繰
り
返
し
学

習
、意
見
交
流
、動
画
機
能

を
使
っ
た
授
業
な
ど
、
有

効
活
用
が
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
市
の
組
織
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

班
の
設
置
の
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

答　
市
民
の
利
便
性
向
上

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
各

所
属
に
推
進
員
を
配
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
促
進
を
テ
ー
マ
と
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
す
る
な
ど
、
市
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
体

制
を
と
と
の
え
検
討
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

市
の
公
園
管
理

市
の
デ
ジ
タ
ル
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
労
災
認
定

米原緑地公園の様子
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 ○新型コロナウイルス感染症の今後の対応について
 ○主要地方道山東一色線について
 ○太陽光発電施設の設置と
　　　　　　生活環境との調和に関する条例（案）

矢野　邦昭　議員

問　
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
て
い

な
い
人
へ
の
対
応
方
針
は
。

答　
接
種
を
希
望
さ
れ
た

際
に
接
種
で
き
る
環
境
を

維
持
し
て
い
き
ま
す
。

問　
3
回
目
の
接
種
で
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

の
確
保
に
問
題
が
あ
る
の

か
。

答　
現
在
、
本
年
度
３
月

ま
で
の
配
分
予
定
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

が
54
％
、
モ
デ
ル
ナ
社
製

が
46
％
の
割
合
で
す
。
交

互
接
種
が
可
能
で
、
市
保

健
セ
ン
タ
ー
と
旧
米
原
庁

舎
で
の
接
種
は
、
主
に
モ

デ
ル
ナ
社
製
を
使
用
、
そ

の
他
の
集
団
接
種
会
場
や

個
別
の
医
療
機
関
で
の

接
種
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
の
利
用
を
検
討
中
で
す
。

予
約
は
使
用
ワ
ク
チ
ン
を

確
認
し
て
、
会
場
を
選
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　
本
主
要
道
は
、
国
道

３
６
５
号
と
国
道
21
号
を

つ
な
ぐ
重
要
な
道
路
だ
が
、

志
賀
谷
・
北
方
地
先
の
東

海
道
新
幹
線
横
断
部
だ
け

一
車
線
で
狭
小
で
あ
る
。

　
歴
史
的
経
過
が
あ
っ
た

の
か
。

答　
本
県
道
は
昭
和
50
年

完
成
で
、
昭
和
34
年
か
ら

着
工
し
た
東
海
道
新
幹
線

整
備
当
時
は
、
県
道
の
幅

員
も
狭
く
、
道
路
の
整
備

計
画
も
無
か
っ
た
た
め
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　
大
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
早
期
の
改
良
工
事

着
手
に
向
け
、
県
道
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
上
げ
も
ら
え
な
い
の
か
。

答　
来
年
度
、
県
に
お
い

て
次
期
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
さ
れ
る

の
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
容
易
に
施
工
で
き

な
い
た
め
、
路
面
標
示
な

ど
に
よ
る
安
全
対
策
も
並

行
し
て
要
望
し
ま
す
。

問
　
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
禁
止
区
域
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
以
外
に
設
置
が

望
ま
し
く
な
い
抑
制
区
域

も
定
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
条
例
で
明
確
に
禁
止

区
域
を
定
め
る
こ
と
が
本

市
に
あ
っ
た
手
法
で
す
。

問　
設
置
苦
情
の
多
い
、

伊
吹
山
が
望
め
る
場
所
等
、

米
原
市
ら
し
い
景
観
を
残

す
べ
き
観
光
拠
点
や
道
路

沿
線
、
さ
ら
に
良
好
な
住

宅
地
等
へ
の
設
置
に
つ
い

て
、不
許
可
と
す
る
、あ
る

い
は
改
善
さ
せ
る
効
果
が

な
け
れ
ば
、
規
制
の
意
味

が
な
い
の
で
は
。

答　
事
業
者
と
住
民
が
計

画
段
階
か
ら
、
情
報
共
有

を
図
る
こ
と
が
住
環
境
の

確
保
に
重
要
と
考
え
ま
す
。

問　
関
係
住
民
に
責
任
を

負
わ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
は
一
定
の
方
針
を
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
抑
制
区
域
を
含
め
て

今
後
検
討
し
ま
す
。

問
　
荒
廃
農
地
対
策
は
営

農
型
太
陽
光
発
電
設
置
だ

け
で
は
な
く
、
通
常
の
農

地
に
改
良
す
る
た
め
の
補

助
制
度
が
必
要
な
の
で
は
。

答
　「
最
適
土
地
利
用
対

策
事
業
」や「
農
地
耕
作
条

件
改
善
事
業
」
が
あ
り
ま

す
が
、
市
補
助
金
新
設
も

含
め
、
総
合
的
な
視
点
か

ら
の
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
現
在
、
住
友
大
阪
セ

メ
ン
ト
跡
地
、
大
原
学
区

西
北
部
の
山
林
で
計
画
さ

れ
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
進
行
状
況
は
。

答
　
セ
メ
ン
ト
跡
地
に
つ

い
て
は
、
地
元
自
治
会
へ

の
説
明
会
で
基
本
的
に
了

解
さ
れ
、
開
発
事
前
審
査

で
は
多
く
の
条
件
が
付
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
原
学
区
の
情
報
は
現

在
あ
り
ま
せ
ん
。

主
要
地
方
道

山
東
一
色
線
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
後
の
対
応

新幹線横断部（南側から撮影）

営農型太陽光発電
（出典：農水省ウェブサイト）

太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
と
生
活
環
境
と

の
調
和
に
関
す
る
条
例

︵
案
︶
に
つ
い
て
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 ○子宮頸
け い

がん予防ワクチンについて
 ○自治会内公園の遊具について
 ○服育について

中川　雅史　議員

問　
当
該
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
は
。

答　
平
成
29
年
度
４
人
、

平
成
30
年
度
３
人
、
元
年

度
12
人
、２
年
度
26
人
、３

年
度
57
人
で
す
。

問　
積
極
的
勧
奨
の
差
し

控
え
の
中
、
発
売
さ
れ
た

９
価
ワ
ク
チ
ン
は
、
男
性

の
が
ん
予
防
に
も
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
聞
く
が
、

男
性
の
接
種
の
相
談
や
問

い
合
せ
は
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
。

問　
副
反
応
の
相
談
は
。

答　
接
種
部
分
の
痛
み
や
、

副
反
応
で
苦
し
ん
で
お
ら

れ
る
人
の
相
談
も
あ
り
ま

し
た
。

問　
今
後
の
対
応
は
。

答　
子
宮
頸け

い

が
ん
の
罹り

か
ん患

リ
ス
ク
軽
減
の
重
要
性
か

ら
、
湖
北
医
師
会
と
の
連

携
を
強
化
し
、
当
該
接
種

に
係
る
医
療
体
制
や
接
種

後
の
症
状
を
相
談
で
き
る

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
別
の
勧

奨
時
期
な
ど
の
計
画
を
立

て
、
安
心
し
て
接
種
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
、
４
年

度
か
ら
個
別
通
知
や
広
報

等
で
積
極
的
な
勧
奨
を
再

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
遊
具
の
安
全
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
自
治
会
設
置
の
公
園

は
、
遊
具
を
含
め
自
治
会

で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
子
ど
も
の
健
全
な

遊
び
場
整
備
の
た
め
、
２

年
度
か
ら
の
２
年
間
、
補

助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
自
治
会
が

実
施
さ
れ
て
い
る
遊
具
の

点
検
や
整
備
、新
設
、撤
去

を
重
点
的
に
支
援
し
、
遊

具
の
安
全
性
や
快
適
性
の

確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
事
故
が
発
生
し
た
際

の
対
応
は
。

答　
自
治
会
所
有
の
遊
具

の
不
具
合
が
原
因
で
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
管

理
責
任
者
の
自
治
会
の

対
応
と
な
り
ま
す
が
、
市

は
、
自
治
会
と
連
携
し
相

談
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

万
一
の
た
め
の
保
険
加
入

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

問　
市
内
小
中
学
校
に
お

け
る
服
育
の
実
施
は
。

答　
小
学
校
家
庭
科
で
は
、

快
適
に
過
ご
す
た
め
の
服

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、け
が
を
防
ぎ
、汗
や

汚
れ
を
吸
い
取
っ
て
肌
を

清
潔
に
保
つ
働
き
を
学
び
、

安
全
で
豊
か
に
生
活
で
き

る
衣
服
の
着
方
を
考
え
る

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
技
術
家
庭
科
で

は
、Ｔ
Ｐ
Ｏ
も
踏
ま
え
、人

に
与
え
る
印
象
を
考
え
た
、

自
分
ら
し
い
着
方
の
工
夫

を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
既

製
服
購
入
時
は
、
素
材
や

サ
イ
ズ
、
取
り
扱
い
方
法

等
、
条
件
に
合
う
も
の
を

購
入
す
る
等
、
衣
服
計
画

を
立
て
る
学
習
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
加
え
て
、
衣

服
の
機
能
を
生
か
し
長
く

着
ら
れ
る
よ
う
な
手
入
れ

の
仕
方
も
考
え
ま
す
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
も
つ

な
が
る
服
育
の
必
要
性
、

当
市
の
見
解
は
。

答　
健
康
、安
全
、人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

も
ち
ろ
ん
、
環
境
意
識
や

海
外
と
の
つ
な
が
り
、
異

文
化
理
解
な
ど
、
衣
服
の

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
や
可
能

性
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の

力
を
自
分
の
生
活
に
生
か

す
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も

の
育
成
を
め
ざ
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
服
育
と
し
て

の
ね
ら
い
を
指
導
者
が
よ

り
強
く
意
識
し
て
学
習
活

動
を
展
開
し
て
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種

服
︵
ふ
く
︶
育
の必

要
性

自
治
会
内
公
園

遊
具
の
安
全
性
確
保

子どもが安心安全に遊べる地域の公園を目指して

【服育とは】
　生活に必要不可欠な衣服を
通して、その社会的機能や健
康・安全に資する着方、環境
問題との関連性、国際文化な
どを学ぶことで、社会で暮ら
す力を養う取り組みのこと。
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 ○給食センターの取り組みについて
 ○番場多目的広場の利用状況について
 ○表彰制度について

山口　久志　議員

問
　
県
内
外
で
給
食
の
中

に
異
物
が
混
入
す
る
事
例

が
後
を
絶
た
な
い
が
、
本

市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

答
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
食

材
の
受
け
入
れ
時
の
検
収

や
野
菜
等
の
下
処
理
で
の

３
回
洗
浄
な
ど
、
異
物
混

入
防
止
策
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。

問
　
セ
ン
タ
ー
内
で
発
生

が
想
定
さ
れ
る
部
品
等
の

欠
け
に
よ
る
対
策
は
。

答
　
調
理
師
・
調
理
員
が

す
べ
て
目
視
で
確
認
し
て

い
ま
す
。

問
　
動
物
性
異
物
に
つ
い

て
の
対
策
は
。

答
　
専
門
業
者
に
委
託
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ

ッ
プ
、
衛
生
管
理
の
国
際

的
な
手
法
）
概
念
を
元
に

給
食
の
提
供
を
さ
れ
て
い

る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職

員
に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え

を
重
視
し
、
栄
養
教
諭
を

中
心
に
給
食
従
事
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
や
衛
生
管
理

研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
品
質
管
理
の
維
持
・

向
上
の
観
点
か
ら
必
要
性

の
あ
る
Ｑ
Ｃ
（
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
活

動
に
つ
い
て
、
実
施
の
頻

度
は
。

答
　
毎
日
、
午
後
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
期
ご
と
に

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
等
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問
　
市
内
給
食
セ
ン
タ
ー

以
外
に
認
定
こ
ど
も
園
が

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
施

設
に
つ
い
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
今
後
の
取
り
組
み
や

周
知
活
動
は
。

答
　
各
施
設
の
調
理
場
に

お
い
て
、
職
員
の
さ
ら
な

る
意
識
向
上
と
衛
生
管
理

に
努
め
ま
す
。

問　
現
在
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
、
少
年
ラ
グ
ビ
ー

以
外
の
利
用
が
あ
る
か
。

答
　
３
年
度
の
利
用
状
況

で
は
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

問
　
多
目
的

広
場
ま
で
の

案
内
看
板
が

必
要
と
考
え

る
が
、
市
の

見
解
は
。

答
　
利
用
促

進
の
観
点
か

ら
必
要
で
す

の
で
、
設
置

に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま

す
。

問
　
利
用
方
法
と
使
用
料

は
。

答
　
利
用
申
請
の
受
付
窓

口
は
、
す
ぱ
ー
く
米
原
の

指
定
管
理
者
で
す
。
使
用

料
は
１
時
間
あ
た
り
７
０

０
円
で
す
。

問
　
芝
生
の
管
理
状
況
と

備
品
の
整
備
は
。

答
　
芝
生
の
管
理
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

専
門
業
者
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
備
品
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
と
フ
ッ

ト
サ
ル
ゴ
ー
ル
を
配
備
し

て
い
ま
す
。

問
　
必
要
な
備
品
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
配
備
に
つ
い
て
は
。

答
　
備
品
は
必
要
に
応
じ

て
配
備
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
貸
し

出
し
用
が
あ
り
ま
す
。

問
　
市
内
で
活
躍
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
線
引
き
で
メ

デ
ィ
ア
や
広
報
に
取
り
上

げ
ら
れ
表
彰
さ
れ
た
か
。

答
　
米
原
市
ス
ポ
ー
ツ
顕

彰
規
程
を
設
け
、
県
大
会

以
上
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
た
人
を
毎
年
表
彰

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表

彰
す
る
際
に
は
、
伊
吹
山

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
各
報
道

機
関
に
情
報
提
供
し
、
そ

の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の

管
理
や
活
動
に
つ
い
て

番
場
多
目
的
広
場
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

番場多目的広場の利用者の皆さま

表
彰
制
度
に
つ
い
て
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 ○コロナ禍での医療の現状について問う
 ○幼稚園の市民アンケートについて問う
 ○三島池周辺の維持管理、改修について問う

藤田　正雄　議員

問　
住
民
運
動
も
あ
る
が
、

現
状
の
把
握
は
。

答　
市
内
の
医
療
体
制
は
、

米
原
・
近
江
地
域
と
山

東
・
伊
吹
地
域
の
２
区
域

で
拠
点
施
設「
ふ
く
し
あ
」

と
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ぶ

き
」を
配
置
し
、地
域
の
開

業
医
の
協
力
も
得
な
が
ら

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
医
院
の
閉

院
で「
か
か
り
つ
け
医
」が

い
な
く
な
る
こ
と
に
不
安

が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
ま
す
。

問　
今
後
の
地
域
医
療
の

方
針
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
体

制
や
高
齢
化
の
進
行
、
さ

ら
に
、
医
師
の
高
齢
化
に

よ
る
閉
院
等
、
地
域
医
療

体
制
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
て
い
る
た
め
、
現

状
分
析
や
課
題
整
理
を
行

い
、検
討
を
進
め
ま
す
。

問　
医
師
不
足
、
偏
在
の

解
消
の
し
く
み
は
。

答　
現
状
分
析
や
課
題
整

理
を
行
い
、
医
師
の
確
保

策
を
探
り
、
必
要
に
応
じ

県
と
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

問　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
個
別
接
種
が

中
心
と
想
定
さ
れ
る
が
。

答　
３
回
目
の
追
加
接
種

の
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
常
に
変
わ
る

状
況
に
合
わ
せ
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
現
時
点

で
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
発
熱
外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
体
制
整
備
は
。

答　
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い

ぶ
き
」
で
発
熱
外
来
を
、

「
ふ
く
し
あ
」で
発
熱
外
来

に
加
え
、
新
た
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
実
施
で
き
る
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

問　
今
ま
で
の
経
過
は
。

答　
市
内
唯
一
の
幼
稚
園

で
あ
る
山
東
幼
稚
園
の
園

児
数
は
、
平
成
22
年
度
を

ピ
ー
ク
に
、
そ
の
３
分
の

１
を
下
回
っ
て
お
り
、
施

設
は
老
朽
化
で
多
額
の
維

持
費
用
が
必
要
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
幼

稚
園
の
在
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
市
長
か
ら

諮
問
が
な
さ
れ
、
２
回
の

会
議
と
園
の
視
察
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

今
後
の
方
針
検
討
で
重
視

す
べ
き
事
項
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

問　
「
存
続
が
困
難
」「
直

ち
に
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
」

の
文
言
は
な
ぜ
。

答　
前
者
は
、
現
園
児
数

と
今
後
の
見
込
み
等
か
ら
、

こ
の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
、

客
観
的
な
市
の
見
解
と
し

て
示
し
た
も
の
で
す
。

　
後
者
は
、
在
園
児
や
就

園
を
予
定
さ
れ
て
い
る
保

護
者
が
不
安
を
抱
く
こ
と

が
な
い
よ
う
、突
然
、方
針

転
換
す
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
趣
旨
を
明
確
に
し

た
も
の
で
す
。

問　
米
原
駅
東
口
で
こ
ど

も
園
計
画
が
あ
る
が
。

答　
保
育
需
要
の
変
化
や
、

住
宅
地
開
発
な
ど
を
踏

ま
え
、
在
り
方
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
保
護
者
の
利

便
性
確
保
や
小
学
校
区
の

観
点
か
ら
、
適
切
に
判
断

し
、方
針
を
示
し
ま
す
。

問　
三
島
池
西
側
の
維
持

管
理
は
。

答　
池
下
自
治
会
、
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
山
東
指
定
管

理
者
、
県
お
よ
び
市
等
で

設
置
し
て
い
る
「
美
し
い

三
島
池
周
辺
環
境
づ
く
り

協
議
会
」を
開
催
し
、協
働

し
て
維
持
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

問　
環
境
整
備
の

計
画
は
。

答　
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
協
議
会
の
皆

さ
ま
と
協
働
し
、

良
好
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま

す
。

医
療
の
現
状
の
把
握

と
改
善
の
方
針
は

幼
稚
園
在
り
方
検
討

委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
図
は

三
島
神
社
周
辺
の
管
理

が
で
き
て
い
な
い
が

雑草に覆われる三島池の「おなごだめ」
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　政務活動費とは… 　使い道は…　交付額は…

　地方自治法に基づいて市議会議員の調査研究そ
の他の活動に資する経費の一部として交付される
ものです。
　交付対象や額、交付の方法、政務活動費を充てる
ことができる経費の範囲は、「米原市議会政務活
動費の交付に関する条例」に定められています。

　ページ下段の表のとおり、先
進地調査等に要する交通費や宿
泊費、研修会などへの参加費、広
報紙の印刷費や折込手数料、事
務用品費、活動に必要な書籍の
購入などに使われています。

議員１人あたり
月１万円

　「会派」または「会派に属
さない議員」に対して交付さ
れます。

令和3年10月31日の議員任期満了に伴い、
令和3年4月分から10月分までの政務活動費を
精算しました。

● 政務活動費の収支報告一覧表　（会派の構成は、令和３年10月末時点のものです。）

● 政務活動費を充てることができる主な経費

単位：円

※残額があった場合は返還し、支出額が交付額を超える場合は自己負担しています。

令和3(2021)年度
(4月分～10月分)

政務活動費収支報告

項　目 内　容 例

調 査 研 究 費 市の事務に関する調査研究・調査委託に要する経費
調査研究のために必要な先進地調査、現地調査に要する経費 交通費、旅費、宿泊費、調査委託費等

研 修 費 研修会の開催に必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費 講師謝金、会場費、参加費、交通費等
広 報 費 活動・市政について市民へ報告するために要する経費 印刷費、新聞折込手数料等
要請・陳情活動費 要請・陳情活動を行うために要する経費 交通費、旅費、宿泊費、資料印刷費等
会 議 費 各種会議・団体等が開催する意見交換会等への参加に要する経費 会場使用料、資料等印刷費、参加費等
資 料 作 成 費 活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷費、事務用品費等
資 料 購 入 費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 書籍購入等

会派名 政策研究会
マイバラ 創政クラブ 清風クラブ 新風クラブ 会派に属さない議員

構成人数等 ５人 ５人 ４人 ２人 細野正行 山脇正孝

収　
入

内訳
交 付 額 350,000 350,000 280,000 140,000 70,000 70,000
そ の 他 ( 利 息 ) 1 1 0 0 0 0

収 入 合 計 350,001 350,001 280,000 140,000 70,000 70,000

支　
出

内訳

調 査 研 究 費
研 修 費 38,000
広 報 費 135,000 137,000 358,600 69,825
要請・陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費 68,194 60,176 22,961 8,046
資 料 購 入 費 64,412 45,000

支 出 合 計 203,194 60,176 159,961 358,600 72,458 152,825

自 己 負 担 額 0 0 0 218,600 2,458 82,825
返 還 額 146,807 289,825 120,039 0 0 0

政務活動費を月１万円から１万２千円に増額することを決定 発
議
第
８
号

　
米
原
市
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　令和２年10月「米原市議会の議員報酬等の在り方に関する審議会」から、政務活動費に関
し、現行額（議員１人当たり月額１万円）から、月額１万5千円までの範囲で見直すことが望ま
しいという答申をいただきました。これは、本市の政務活動費の額が県内各市、および近隣
類似団体と比較すると低い状況にあり、複雑多様化する現代社会における自治体議会が担う
役割の大きさや、議員個人にも専門性が求められていることなどを鑑みられたものです。
　議会として、この答申を尊重しつつ、各年における政務活動費の使途や支出額等を検証の
うえ、その増額幅は段階的に適用することとし、今回、令和4年4月1日からの政務活動費につ
いて、月額議員１人当たり１万２千円とすることを決定いたしました。
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議
員
定
数
が
18
名
か
ら
16
名
に
な
っ
て
、
初
め
て
の
米
原
市
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
民
の
信
託
を
受
け
、
議
員
と
し
て
の
重
責
を
肝
に

銘
じ
、
活
動
を
進
め
て
い
く
覚
悟
で
す
。
今
や
世
の
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
、
す
べ
て
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
人
類
は
、
過
去
の
歴
史
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫

や
努
力
に
よ
っ
て
、幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
先
人
た
ち
の
取
り
組
み
に
学
び
、
知
恵
を
働
か
せ
、
ア
イ
デ
ア
を
創
出

し
な
が
ら
、
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
あ
い
ま
い
な
情

報
発
信
で
は
、
不
安
が
増
す
ば
か
り
で
す
。
正
し
い
情
報
を
も
と
に
、
今

ま
で
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
益
々
重
要
に
な
り
ま

す
。
し
っ
か
り
と
吟
味
し
な
が
ら
、
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
さ
ら
に
大

切
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
年
こ
そ
、
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
鹿
取　
和
幸
）

委 員 長　鹿取　和幸
副委員長　山口　久志
委　　員　振角　大祐

委　　員　藤田　正雄
委　　員　中川　雅史
委　　員　中川　松雄

編
集
後
記

議会だより編集委員会

次回  令和４年第１回（3月） 定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土
【開会予定時刻】　開会日：10:00、
一般質問・委員会：9:30、閉会日：10:15
※日程・時間は、変更する場合があります。

2/24
開会
予算委員会

2/25 2/26

2/27 2/28 1
代表質問

2
一般質問

3
一般質問

4 5

6 7
総務産業
建設委員会・
予算分科会

8
総務産業
建設委員会・
予算分科会

9
総務産業
建設委員会・
予算分科会

10
総務産業
建設委員会・
予算分科会

11
健康福祉
教育委員会・
予算分科会

12

13 14
健康福祉
教育委員会・
予算分科会

15
健康福祉
教育委員会・
予算分科会

16 17 18 19

20 21 22
予算委員会
議会運営
委員会

23
閉会

議 会 の 動 き

10月

		6日	 議会だより編集委員会
		7日	 滋賀県市町村職員退職手当組合議会臨時会
		8日	 議会だより編集委員会　正副委員長会議
10日	 米原市議会議員一般選挙　告示日
17日	 米原市議会議員一般選挙　投開票日
18日	 当選証書授与
21日	 議員懇談会、新人議員研修会

11月

		1日	 会派代表者会議
		8日	 会派代表者会議
		9日	 臨時会、議員全員協議会、予算常任委員会、
	 議会だより編集委員会
12日	 新人議員研修会
15日	 議会運営委員会
	 議員全員協議会、会派代表者会議
17日	 委員会協議会（総務産業建設、健康福祉教育）
22日	 議会運営委員会
25日	 議員全員協議会
	 湖北地域消防組合議会定例会
26日	 湖北広域行政事務センター議会臨時会
30日	 議会運営委員会

12月

		2日	 定例会【初日】開会
	 議員全員協議会、予算常任委員会（全体会）、
	 米原駅東口駅前開発特別委員会、
	 議会だより編集委員会
		6日	 定例会【2日目】一般質問
		7日	 定例会【3日目】一般質問
		9日	 総務産業建設常任委員会
	 予算常任委員会総務産業建設分科会
10日	 総務産業建設常任委員会
	 予算常任委員会総務産業建設分科会
13日	 健康福祉教育常任委員会
	 予算常任委員会健康福祉教育分科会
14日	 健康福祉教育常任委員会
	 予算常任委員会健康福祉教育分科会
16日	 定例会【4日目】議会運営委員会、議員全員協議会
20日	 予算常任委員会（全体会）
21日	 議会運営委員会
23日	 定例会【最終日】閉会、議員全員協議会

議 会 の 傍 聴
傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。
※	新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴席の間
隔をあけるなどの対策を行っています。

本 会 議 の
中　継

開会日、代表質問、一般質問、閉会日の本会議
の模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本 会 議 の
録 画 配 信

本会議の模様を録画配信しています。
http://www.city.maibara.lg.jp/soshiki/gikai

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。


